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本書について： 

広範囲への応用が可能なスズの化学は、現代科学において重要な位置を占め、世界各国で毎年新たに注目すべき研

究成果が生み出されている。スズとその化合物の研究は、有機合成・医学・材料化学・触媒・環境といった観点か

ら多大な関心を集めている。本書は、この重要な元素についての最新の知見を概観するもので、スズ研究の専門家・

非専門家の両方にとって有益である。 
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